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1． はじめに 

近年は写真投稿型 SNS がスマートフォンと共に

普及し，旅行先で写真を撮りその場で投稿すること

が容易になった．この中でも位置情報が付いた投稿

は空間データとして用いられ，観光資源の魅力をユ

ーザー視点で把握することができる．これは，知名

度の高い観光資源だけでなく，潜在的な観光資源を

探索できる点で有用である．特に，リニア中央新幹

線開通を控える名古屋周辺の地方都市において，こ

れらの資源の魅力を把握することは，観光波及効果

を高めるために重要である． 

SNS データを観光分析に利用した研究として，荒

川ら 1)は，5 都市を対象に投稿データを収集し，都

市ごとの人気スポットの抽出をしている．倉田ら 2)

は，投稿データを元に撮影点密度をヒートマップに

して，観光地内の見所度合いを可視化している．し

かし，これらの分析では知名度の高い観光資源に注

目しており，周辺の潜在資源や他の資源との関係と

いった観光拠点の持つ特性は明らかにしていない． 

そこで本研究は，SNS 投稿の空間情報を可視化

し，三重県における観光拠点の特性を把握すること

を目的とする．まず，SNS データを収集し，その特

徴を把握する．次に，SNS の投稿タグを分類し，各

観光拠点の内容の特徴を把握する．最後に，ユーザ

ー毎の SNS データから周遊における観光拠点の組

み合わせを特定し，拠点の空間の特徴を把握する． 

2． SNS データの収集 

(1) 使用する SNS データ 

本研究では，写真共有型 SNS の Flickr を使用す

る．Flickr は 2004 年からサービスが開始され，API

を用いて膨大な投稿データを収集することができ

る．また，投稿データには位置情報，投稿者情報が

ついており，一部にはその写真の内容を表すタグ情

報なども付けられる．そのため，データの空間情

報，投稿概要，投稿者の行動軌跡を把握することが

できる．さらに，Flickr は海外でより普及してお

り，観光客の視点での投稿データを収集しやすい． 

(2) SNS データの特徴 

本研究では，2004 年から 2018 年 5 月までの三重

県内の Flickr 投稿データを収集した．このうち，同

じ市内で 500 以上の投稿をしている投稿者は，投稿

の内容が偏っていたため対象から外した．この結

果，全体で 42,411 件の投稿が得られ，タグのつけら

れた投稿は約 6 割を占めた．外国人投稿者と日本人

投稿者の割合は，それぞれ 51%と 45%となった．  

また，観光資源の周辺にある SNS データを，資

源別に集約した結果，桑名・鈴鹿・伊賀・松阪・伊

勢・鳥羽の 6 地域で投稿の集中が見られた（図-

1）．よって，これらの地域を観光拠点として分析対

象とした．  

3． 観光拠点のタグ分析 

(1) 観光拠点の概要の把握 

観光拠点の概要を把握するため，タグ情報を分析

した．まず，観光拠点の特徴の概要として，タグの

ワードを文化・自然・食事・レジャー・都市・固有

名詞の 6 つに分類し，その割合を示した（図-2）．

この結果，各拠点で異なる特徴が表された．また，

固有名詞の割合が特に高いことが分かった． 

(2) 観光拠点の特徴の具体化 

 次に，観光拠点の特徴を具体化するため，R 言語 

を用いて上位 20 個のタグ情報をワードクラウドで

示した（図-3）．ワードクラウドは，タグのワード 
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を頻度に応じた大きさで図化するものである．この

結果，固有名詞のタグ割合が高い桑名・鈴鹿・伊

勢・鳥羽では，知名度の高い観光資源が示された．

一方で，レジャー・文化の割合の高い松阪では，祭

りに関するワードが示された．都市・文化の割合が

高い伊賀では，建築物や忍者が示された． 

 (3) 潜在的な観光資源の抽出 

さらに，潜在的な観光資源を把握するため，固有

名詞のタグを投稿数順に整理した（表-1）．鈴鹿で

はイベント名が具体化され，鳥羽では観光施設だけ

でなく交通やホテルが示された．また，桑名では，

重要文化財である六華苑や市民の施設である九華公

園が示された．伊勢では，伊勢神宮に関連する施設

や商品に加え，地元の祭りが示された．伊賀では，

忍者村や伊賀上野城といった観光施設に加えて，地

元の祭り・商店街・鉄道が示された． 

4． 観光拠点の周遊行動分析 

(1) 分析手法 

投稿者の行動データから，周遊行動における観光

拠点の組み合わせを分析する．データ集計として，

投稿データを投稿者別に分類し，1 か月の投稿が多

い投稿者を抽出する．そして，抽出した投稿データ

を GIS にマッピングし，データを市町村毎に集計す

る．最後に，集計した投稿者の来訪観光拠点のパタ

ーンを非階層クラスター分析によって分類する． 

(2) 分析結果 

投稿者の周遊行動は，5 つのパターンに分けられ

た．3 つのパターンでは，桑名・鈴鹿・伊勢の知名

度の高い観光拠点を中心として，桑名は四日市，鈴

鹿は亀山，伊勢は鳥羽といった周辺への周遊行動が

示された．投稿者の数は伊勢・鈴鹿が多く，桑名は

伊勢の半分ほどであった．次に多いパターンとして

は，拠点間の周遊は行わず，志摩・熊野といった拠

点への来訪行動が示された．さらに，別のパターン

として，人数は少ないが投稿数が多い投稿者では，

津・松阪を経由して，伊賀・鳥羽・熊野といった広

範囲での周遊も見られた． 

5． まとめ 

本研究では，SNS 投稿の空間情報を可視化し，三

重県における観光拠点の地域特性を把握した．観光

拠点別のタグ情報の可視化分析により，各拠点の特

徴として代表資源から潜在資源まで特定することが

できた．また，投稿者別にデータを整理すること

で，周遊行動が行われる観光拠点の組み合わせのパ

ターンを把握することができた．これらの知見は，

様々な都市の観光戦略の策定において，観光拠点の

組み合わせによる周遊観光の提案に有用であると考

えられる． 
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図-2 観光拠点のタグ割合 

図-3 各観光拠点のワードクラウド 

拠点名 資源名 

桑名 
ナガシマスパーランド，なばなの里，六華苑，七里

の渡し，九華公園 

鈴鹿 鈴鹿サーキット，F1，鈴鹿 8 耐，モートピア 

伊賀 
忍者村，伊賀上野城，市民花火大会，上野商店街，

伊賀鉄道 

松阪 松阪祇園祭り，松阪公園，松阪城跡，松阪牛 

伊勢 伊勢神宮，おかげ横丁，西条だんじり，赤福，宮川 

鳥羽 
鳥羽水族館，ミキモト真珠島，伊勢湾フェリー，鳥

羽国際ホテル潮路亭 

表-1 各観光拠点の資源 
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